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特集：人道危機に
                 立ち向かう
アフガニスタン緊急支援にご協力ください
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アフガニスタン国内避難民への緊急支援物資配付（同国東部ラグマン県）

  

特集：人道危機に立ち向かう
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米や油、缶詰
などの支援物
資を受け取っ
たアウンさん

治安が悪化、約66万人の国内避難民が発生
2001年の「9.11米国同時多発テロ事件」をきっかけにアフガニスタンに駐留していた米
軍主体の多国籍軍の撤退に伴い、ガニ前政権が2021年8月15日に崩壊し、かつて同国
を支配したイスラム主義勢力タリバンが復権した。日本を含む外国政府・機関の現地職
員が抑圧を恐れて国外退避する一方、国際テロ組織IS（イスラム国）によるテロ活動が
相次いで治安が極度に悪化し、経済は崩壊状態にある。8月以降、66万人の国内避難民
が発生し、食料不足や医療活動の停滞など深刻な人道危機が生じている。

日 本

カンボジア

ラオスミャンマー

パキスタン

アフガニスタン
タジキスタン

インド

シリア

Afghanistanアフガニスタン

 Afghanistan

私はコメや野菜などを栽培し、妻と2人の娘とつましいながらも穏やかに暮
らしていました。この国はずっと戦乱が続いており、私は娘たちの将来を思いな
がら、日々必死に働いていましたが、ある時期から左脚がまひし始め、今では半
身不随になってしまいました。土地を他人に取られて収入を失い、妻が細々した
仕事を探そうとしてもうまくいかず、最近は周囲の人からの施しで何とか生活す
るありさまでした。
　数カ月前に政府軍とタリバンの戦闘が起きて、私たちは近所の人に助けられ
て何とか安全な場所に逃れました。政府機関に援助を求めたものの、避難民が
多過ぎてテントも食料ももらえませんでした。誰も私たちを助けてくれない中、
AARのスタッフが来て話を聞いてくれて、こうして食料や毛布を届けてくれまし
た。こんな援助をもらったのは生まれて初めてのことです。日本からの温かい支
援に心から感謝します。私たちだけでなく、周囲の誰もが感謝しています。

郵便振込  00100-9-600 通信欄に「アフガニスタン緊急」とお書きください。
同封の払込用紙もお使いいただけます。

アフガニスタン緊急募金

シャキールさん（47歳）

毛布を受け取る避難民の親子

「誰も助けてくれない中、AARが支援を届けてくれました」



政治・社会の混乱続く　武力弾圧による死者1,300人超
2021年2月1日に軍事クーデターが発生し、アウンサンスーチー国家顧問をはじめ閣僚
や議員らが拘束された。全権を掌握したミンアウンフライン国軍最高司令官は非常事態
を宣言し、与党・国民民主連盟（NLD）が大勝した総選挙（2020年11月）のやり直しを
表明。一般市民や少数民族勢力が激しく抵抗し、反国軍の「国民統一政府」が2021年4
月16日に発足した。欧米諸国は国軍を強く非難し、日本も新規の政府開発援助（ODA）
を停止。社会・経済活動が著しく停滞する中、武力弾圧による死者は1,300人を超えて
いる。
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Myanmar ミャンマー

食用油や缶詰などの支援物資を受け取ったアウンさん（仮名）

緊急支援物資を受け取ったシュエちゃん（仮名・10 歳）。
脳性まひの障がいがあり、自宅でひとり勉強を続けている 
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（上）配付した石けん、洗剤、ウエットティッシュ
などの衛生用品セット
（左）現地協力団体を通じた支援物資の配付
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50万人が死亡、1,330万人が避難

2011年の「アラブの春」に端を発し
たシリア内戦は、アサド政権と反政
府武装勢力の衝突にイスラム過激
派や周辺諸国などが介入して泥沼化
し、発生から10年以上を経て終結
していない。国土は極度に荒廃し、
これまでに一般市民を含む約50万
人が死亡、周辺国に逃れた難民は
660万人、国内避難民は670万人余
りに上る。シリア難民の数は世界最
大であり、同国の総人口の3割以上
が国外に流出。このうち隣国トルコ
は360万人を受け入れている。

日 本

タイ

ラオスミャンマー

バングラデシュ

パキスタンアフガニスタン

タジキスタン
トルコ

シリア

スーダン

ケニアウガンダ

イタリア

日 本

カンボジア

ラオスミャンマー
バングラデシュ

パキスタン
アフガニスタン

タジキスタン
トルコ

イラクヨルダン

シリア

スーダン

ケニアウガンダ

ザンビア

Syriaシリア
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災害支援

緊急支援

REPORT

うな丼の炊き出しを準備する協力団体ピースプロジェ
クト代表の加藤勉 AAR理事
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完成した給水所に集まる子どもたち

エチオピア

スーダン

南スーダン

エジプト

ケニア

カダーレフ州

ティグライ州

・ ・

ア
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難民支援

中央アジアで親しまれる丸くて平たいパン「ノン」は、タジキスタンの食事に欠かせな
いソウルフード。羊肉の串焼きやスープ、サラダのほか、パスタやピラフなどの主食と一緒
に食卓に並びます。その昔、現地職員が研修で訪日した際、「ノンが見つからない！」と
ひと騒動が起きたとか。私たちが海外で「ご飯」を恋しくなるのと似た感覚でしょうね。

スーパーや個人商店に山積みされて
いますが、地域によって特徴があり、マンホール級に大きいものまであ
ります。その上に小さなノンや料理を置くなどお皿代わりに使い、もちろ
ん手でちぎって皆で分け合って食べます。

　そんなありふれたノンですが、食べきれなくても決して捨てたりせ
ず、生活困窮者にあげたり、家畜の飼料にリサイクルします。約30年前
に内戦があった当地では、食料難を経験した方も多く、ノンをはじめ食
べ物を大切にする習慣が随所で見られます。

駐在員だより
ソウルフード「ノン」を召し上がれ＠タジキスタン

AARドゥシャンべ事務所　堀尾麗華

　18 歳の時に
コンゴ民主共
和国からケニ
アに逃れまし
た。母国で中
等教育を修了
していました
が、ケニアの
中等教育修了試験を受けるには、ケニア
でもう一度、中等教育校に入学する必要
がありました。入学金も学用品も準備で
きなかったのであきらめていました。生
活費と学用品を賄うために、建設現場な
どで働いていますが、十分なおカネを貯
めることはできませんでした。
　このような支援を受けて学校に戻れる
ようになるとは夢にも思っていませんでし
た。再び学校で学ぶことができて、今の
喜びを表現する言葉が見当たりません。
自分の夢がかなったような気持ちです。
勉強を続けてスキルを身につけ、将来は
起業したいと思っています。そして、こ
の支援がほかの若者にも届いてほしいと
願っています。

「学校に戻ることができるとは、
夢にも思っていませんでした」

エスポワールさん（24歳）
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学用品一式を受け
取った生徒たち。制
服を着用して笑顔を
見せてくれました

AARの堀尾（中央）とドゥシャンべ事務所職員



8

15

                                            
 

   

特別インタビュー
Special  Interview

   

91

92

28

 96

   

97

マラソンランナー

谷 川  真 理 さん
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箱根～東京チャリティマラソンで義足
ランナーのクリス・ムーンさんに伴
走する谷川さん（1998 年 2月）
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西日本豪雨に見舞われた岡山県倉敷市
の避難所で炊き出しをする谷川さん
（2018 年 7月）
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デヴィ夫人より難民や被災者支援に

INFORMATION

　NPO 法人アース エイド ソサエティ（代表＝デヴィ・
スカルノ夫人）主催のチャリティパーティーが 2021 年 10
月 2 日、東京都内で開かれ、AAR に「世界の難民や被
災者の支援に役立ててほしい」とご寄付いただきました。
加えて、アフガニスタンの国内避難民への緊急支援にも
別途ご寄付をお寄せくださいました。デヴィ夫人は当会
の活動を 20 年以上にわたりご支援くださっています。

相続財産（遺産）をお寄せいただきました

　皆さまのご遺志を大切に、難民や子どもたち、障がい
のある方々のために役立ててまいります。

　佐賀県を中心に発生した豪雨被害（2021 年 8 月）の
被災者支援に、たくさんの個人や企業・団体の皆さま
からご寄付をお寄せいただきました。心より御礼申し上
げます。個人情報保護に配慮し、企業・団体のみご紹
介させていただきます。

に援支者災被の雨豪月8年3和令
ご協力ありがとうございました

株式会社オートバックスセブン
HARIO 株式会社
生活協同組合パルシステム東京
リコー社会貢献クラブ・FreeWill

（2021 年 12 月 13 日時点、50 音順）

A・K さま             （大阪府）
佐藤 まゆみ さま（東京都）

（2021 年 9 月 11 日～ 12 月 13 日、50 音順）

加藤タキ AAR 副会長（右）からデヴィ夫人に感謝状を
お渡ししました

※チャリティパーティーは新型コロナウイルス対策として、手
指消毒や検温、飲食時以外のマスク着用に加え、アルコール飲
料を提供せずに開催されました。

株式会社電巧社よりご寄付
「困難な状況にある人々に」

　ビルや工場の電気設備などを販売する株式会社電巧
社（東京都港区）から AAR の難民支援と地雷対策に
ご寄付いただきました。同社は「世界に目を向け、困
難な状況に置かれている人々を支援しよう」と社会貢
献制度「ハートフルプロジェクト」を設けており、この
たび AAR が寄付先に選ばれました。

イオングループ店頭で
「アジア障がい者支援募金」

　公益財団法人イオンワンパーセントクラブは、アジア
の障がいのある方々の教育や就労支援を目的とした「ア
ジア障がい者支援募金」を 1 月 11 日から 2 月 10 日ま
で実施します。全国のイオングループの店舗や事業所

（一 部を除く）に募金箱が 設
置され、お寄せいただいた募
金に同財団が一定額を上乗せ
したうえで、AAR がラオス、
カンボジア、ミャンマーで実施
する障がい者支援にご寄付く
ださる予定です。お近くの店
舗にお立ち寄りの際には、ご
協力をお願い申し上げます。

　生活協同組合パルシステム東京は毎年、紛争などで
苦しむ子どもたちを支援する「平和カンパ」を実施し、
2016 年以降、組合員の皆さまからのご寄付を AAR がト
ルコで行うシリア難民支援にお寄せいただいています。
11 月 24 日に贈呈式があり、昨年度のご支援で取り組ん
でいるシリア難民の栄養改善事業について、AAR 東京
事務局の小田隆子がご報告しました。同組合の皆さま
からは「より多くの家庭に支援が届き、栄養改善に貢
献できれば」というお言葉をいただきました。パルシス
テム東京は 1998 年より、AAR の地雷対策や西日本豪雨

（2018 年）などの緊急支援にもご協力くださっています。

シリア難民の子どもたちに
パルシステム東京よりご寄付

株式会社ミンラックから
マスク 10万枚をご提供
　コンサルティング企業のイノバクセル合同会社（茨城
県龍ケ崎市）のご紹介で、株式会社ミンラック（石川
県志賀町）製造の不織布マスク 10 万枚をご提供いた
だきました。新型コロナウイルス感染予防のため、岩手・
宮城・福島 3 県の障がい団体を通じて各地の福祉事業
所にお届けしたほか、2021 年 8 月の豪雨被害を受けた
佐賀県武雄市の被災者に配付しています。
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2021 冬募金  難民の家族が
安心して過ごせるように

1/29（土）チャリティ公演
ソプラノ歌手 田中彩子さんによる
モノオペラ「ガラシャ」東京開催
　欧州を中心に活躍するウィーン在住のソプラノ歌手、
田中彩子さん主演・総合プロデュースによるモノオペラ

「ガラシャ 能楽堂版」を開催します。音楽を通して「日
本の美」を伝える本作品をぜひご鑑賞ください。

：  時   日  2022 年 1 月 29 日（土） 17:00 開演（16:00 開場）
会   場  ： 国立能楽堂 ）1-81-4谷ヶ駄千区谷渋都京東（ 
※詳細は同封のチラシをご覧ください。
※お席の残りが少なくなっております。お早めにお申し込み
    ください。

エチオピアから逃れ、スーダンの難民居住地で暮らす家族

　AAR の活動は、国連が定めた持続可能な開発目標
（SDGs）の貧困解消や教育、保健などの分野に関わって

おり、チャリティチョコレート（六花亭製造）のご購入を
通じてSDGs の達成にも貢献できます。例えばチョコレー
ト 5 箱分で、アフガニスタンの地雷原 7.72 ㎡を安全な
土地にすることができます。バレンタイン、ホワイトデー
はもちろん、ちょっとしたお礼の品に。今シーズンもぜ
ひ、さまざまなシーンでご活用ください。

好評発売中！世界を変える
AAR チャリティチョコレート

ミルク、ホワイト、抹茶ホワイト、モカホワイトの4枚入り  600円（税込）

　11 月にお送りした冬募金のお願いに対し、皆さまか
ら温かいお気持ちとメッセージを多数お寄せいただいて
おります。心より御礼申し上げます。武力衝突や政情不
安などによって、多くの難民・国内避難民が過酷な生
活を強いられており、彼らが少しでも安心して過ごせる
よう、引き続きのお力添えをお願い申し上げます。

　2011 年 10 月に発生したトルコ東部地震の際、緊急支援活動中に亡くなった
AAR 職員、宮崎淳さん（当時 41 歳・大分県出身）の名前を冠した「ミヤザキ森林公園」
が被災地のワン県で完成し、2021 年 10 月 23 日に記念式典が開かれました。
　この地震では 600 人以上が犠牲になり、AAR は被災者の緊急支援のために宮崎
さんらを派遣しましたが、直後に起きた地震で宿泊していたホテルが倒壊し、宮崎
さんが亡くなりました。当時 AAR の支援を受けた地元の皆さんが「日本から私たち
を助けに来てくれた宮崎さんの功績を語り継ぎたい」と、同県エドレミットに宮崎さ
んの胸像や鳥居型のゲートなどを配置した公園を整備してくださいました。
　震災 10 年の式典には、両国の関係者が多数出席し、トルコ災害緊急事態対策
庁のセゼル長官は「宮崎さんは慈悲の心の持ち主だった。私たちのために犠牲を払っ
た人を決して忘れない」、鈴木量博駐トルコ大使は「この公園が宮崎さんの共助の
精神、トルコと日本の絆を象徴する場になってほしい」とあいさつ。宮崎さんの母親・
恵子さんのメッセージを AAR トルコ事業統括の景平義文 が代読し、「10 年もの歳
月が経ってもトルコの人々が息子のことを覚えてくれていることに心が温まる思いで
す」と感謝の気持ちを伝えました。

トルコに故・宮崎職員の名前冠した公園 －震災から 10 年－

トルコ東部地震の被災者に支援
物資を手渡す宮崎さん

森林公園に設置された宮崎さん
の胸像

　美術作家や愛好家が所属する現代アーチストセン
ター（千葉県印西市）が、「子どもたちの未来を救う」
をテーマに T シャツアート展を開催します。美術作家
や一般の方がデザインした T シャツ 300 枚が展示され、
T シャツの売り上げを A A R にご寄付くださいます。

日   時  ： 2022 年 1 月 20 日（木）～ 26 日（水）
　　　    9：30 ～ 17：30（最終日のみ 15：30 まで）
会   場  ： 東京都美術館 ）63-8園公野上区東台都京東（  
入場料：無料  ※詳細は現代アーチストセンターの HP をご覧ください。

あした

1/20（木）～ 26（水）
「子どもたちの未来を救う」

チャリティ T シャツアート展



AARが中等教育支援を行うケニアの難民居住地では、多くの若者が学用品を

準備できないために、学校に通えずにいます。AARでは、書き損じハガキや未使

用切手を集めて活用し、難民の若者に学用品を贈るキャンペーンを行います。

ハガキ300枚あれば、1人分の学用品を購入することができます。あなたのお気

持ちが、難民の若者の学びを支え、未来を拓きます。ぜひ職場や学校などでお

声掛けし、お送りください。

下記住所までお送りください。

恐れ入りますが送料のご負担をお願いいたします。

〒141-0021

東京都品川区上大崎 2-12-2　ミズホビル7F

AAR Japan　物品募集係

編集部より
新年おめでとうございます。昨年はコロナ一色でしたが、日本と世界が一日も早く穏やかな日常に戻ることを願うばかりです。
今年から AAR News を 12ページに拡充いたしました。引き続き、ご愛読よろしくお願い申し上げます。

ハガキ300枚が１人分の制服・学用品に！

書き損じハガキで
難民の若者の未来を応援キャンペーン

募集期間：2022 年 2 月 10 日まで
目標枚数：ハガキ・切手 15,000 枚（50 人分の制服・学用品）
集めているもの：書き損じた年賀状・官製ハガキ、
　　　　　　　 未使用の年賀状・官製ハガキ、
　　　　　　　　未使用の切手

　ケニアで難民として暮らす若者たち

も、私たちと同じようにさまざまな夢

をもっています。中等教育を修了する

ことは、若者たちが自らの力で自立し、

夢をかなえるための大切な一歩となり

ます。学用品が買えないという理由で

勉強を諦める若者が、一人でも多く就

学できるよう、これからも活動を続け

ていきます。皆さまの温かいご支援

をどうぞよろしくお願いいたします。

AAR 東京事務局
岸田 和香

夢をあきらめたくな
い

いたけ続を強勉

夢をかなえるための大切な

一歩を応援してください

書き損じや余った
年賀状、切手を
お送りください。

まるごと
プロジェクト募金
を開始します

～子どもの命と未来を支える～
「まるごとプロジェクト募金」は、子どもたちの命と未来を支えるために、AAR
が世界各地で実施するプロジェクトの資金を一括でご寄付いただくものです。
2022年度に実施するタジキスタンやパキスタンなどのプロジェクトへの募金を
開始しました。今、必要とされている支援を迅速に届けるために、皆さまの
お力添えが必要です。
ぜひ、ご協力をご検討くださいますようお願い申し上げます。
詳細は同封チラシ、またはホームページをご覧ください。

aar まるごとプロジェクト募金
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 次号は2022 年 4 月上旬にお届け予定です。
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